
14:00～1５：００ ①：カフェ＆ワークショップ（現地参加）
カフェ：会場に「たんぽぽカフェ」を併設しました。ワークショップの合間に、
温かい飲み物とお菓子と共に、ほっと休憩されたり、和やかにお話される場所となりました。

ワークショップ：今年の創作は「想い届けるランタン人形」と「てのひらアート」。
ご家族がたんぽぽっこを想ってお家 or 会場で製作された作品を、「たんぽぽギャラリー」に、
たんぽぽっこの作品や宝物を「メモリーテーブル」に展示してくださいました。

1５：００～1６:３０ ②：つどい＆コンサート（現地参加 or オンライン参加）
つどい：「メモリーテーブル」を囲む形でご家族・スタッフが座りました。ご家族がオンライン参加の
子ども達の席の周りには、関わりの深かったスタッフが寄り添いました。
「たんぽぽっこ紹介」では、ゆかりのあるスタッフがひとりひとりのお名前を呼び、
ご家族が選んで下さった「その子らしいエピソード」「とっておきの宝物」を紹介し、
たんぽぽっこ達ひとりひとりに想いを寄せました。

コンサート：ご家族が選んでくださった出し物、たんぽぽっこ達が好きなこと・得意なことで輝く動画、
（歌、ハンドベル・ピアノ演奏、ダンス、マジックショー、お料理、自作映画）を上映するコンサートを行いました。
院内学級の先生方は、７名による合奏でたんぽぽっこ達への想いを届けてくださいました。

コンサートの途中、子ども達の演奏や歌声の音声ハプニングがありましたが、
「子ども達のサプライズかな」というご家族のお声の通り、お空の楽屋では、
子どもたちが「気づいてくれた！成功！」と喜んでいたかもしれません。

最後に、会場の「想い届けるランタン人形」に灯りを灯し、ご家族の「とっておき写真」を繋いだ
「たんぽぽっこ達のスライドショー」を上映しました。子ども達とのつながりに想いを寄せ、
参加者全員で、たんぽぽっこ達に拍手を贈って会を終えました。

１６：３０～1７：００ ③：フリータイム（現地参加 or オンライン参加）
会終了後、ゆかりのスタッフと or ご家族同士で、会場内 or オンラインで画面越しに、
ふんわりとした小グループで、共に過ごしていただく時間を作りました。メモリーテーブルを囲んで、
共に泣いたり笑ったり、たんぽぽっこ達への想いを、分かち合うひとときとなりました。

「第４回たんぽぽっこ家族のつどい」には、お子さんへの大切な想いを胸に、
多くのご家族が、対面 or オンラインでご参加下さいました。
当院で、お子さんに出逢い関わらせて頂いた多職種スタッフも、多数参加しました。
ご家族の愛情に包まれて生まれ、その子らしく輝いて生きた子ども達に
ご家族と医療者が、共に想いを寄せるひとときとなりました。

第4回たんぽぽっこ家族のつどい開催のご報告 202５年３月

日時：２０２５年２月1６日（日）14:00～1７:０0
場所：大阪大学 銀杏会館

開催方法：対面（一部オンライン）

大阪大学医学部附属病院 小児医療センター 「たんぽぽっこの会」
e-mail: tanpopokko-no-kai@pedsurg.med.osaka-u.ac.jp 掲載内容の無断の転用・複製を固く禁じます。大阪大学医学部附属病院
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